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花小金井南中学図書室便り No.９ 

 

 

 

 

 

 

 新しい年と新学期が始まりました。みなさん、体調を崩したりはしていませんか？ 

今年も図書室をよろしくお願いします。 

 さて、今年度まだ一度も図書室を利用したことがないという人はいませんか？図書室は本好きな生

徒たちが訪れて、本を読んだり借りたりする場所だと思っていませんか？もちろんそういった役割も

ありますが、学校図書館は開館中は‛だれでも自由に利用できる’施設です。じつは、学校の中でこ

ういった場所はほかにはほとんどないと思います。 

 学校生活という「日常」の中で、当たり前の場所として図書室を利用してみてください。 

 今月は図書ボランティアの皆さんに作っていただいた、「新年 図書おみくじ」もやっています♪ 

                                      

 

       

 

□冬休み前に借りた本を返却しましょう！ 

 

 冬休み前に借りた本、さらにその前に借りた本

をまだ持っている人は、早く返却をしてくださ

い。たとえ読み終えていなくても、一度手続きに

きてください。 

□読書マラソンカードの記入を 

お願いします！ 

 

後期集計は２月３日（金） 

図書委員会時に行います。 

個人でカードを持っている人は、今月

中に班毎のファイルに戻してくださ

い！！ 

「本
ブック

の
ウイン

窓
ドウ

」コーナーの紹介 

今月の学校便りでも紹介していただきましたが、校長室

前のガラスケースでは、毎月テーマを決めて本を展示して

います。 

 貸出も簡単にできますので、図書室が閉まっているとき

など、お気軽にご利用ください。 

 次回のテーマは「バレンタイン（恋愛・チョコ）」です。 

 

 

「本の窓」と書いて 

「ブックウインドウ」

と読む… 



                                                   

                                                   

 

先生おすすめの本 ～３学期①～ 

今月は２人の先生に本を紹介していただきました。 

 

宮﨑先生（英語） 

★『ルパンの消息』 横山秀夫 光文社（２００９年） 

 長編ミステリー小説です。 

 横山秀夫先生の傑作のうちの一冊です。学園ものです。 

(内容紹介)  

十五年前、自殺とされた女性教師の墜落死は実は殺人-。警視庁に入った一本のタレ込みで事件が息を吹き返す。

当時、期末テスト奪取を計画した高校生三人が校舎内に忍び込んでいた。捜査陣が二つの事件の結び付きを辿ってい

くと、戦後最大の謎である三億円事件までもが絡んでくるのだった。時効まで二十四時間、事件は解明できるのか。

（版元ドットコムより） 

                                ※発注予定。市内の図書館で借りられます。 

野崎先生（国語） 

～外国文学のススメ～ 

☆『風と共に去りぬ』 Ⅿ.ミッチェル 新潮文庫（２００４年）９３３ミ 

☆『ジョニーは戦場へ行った』 ドルトン・トランボ 角川文庫（１９８６年）○※ 

 私の家には古い本棚があって、読書好きだった母が少女時代から読んでいた本が大切に並んでいた。その古ぼけた

本棚は子どもだった私にとって非日常世界の入口のようで、そこに並んでいた本を読みながら不思議な物語の世界に

入り込んでいた。「小公女」「小公子」「秘密の花園」「あしながおじさん」「若草物語」「不思議の国のアリス」…… 

 中学生の夏、古い本棚には読む本のなくなった私が母に薦められて手にしたのがⅯ.ミッチェルの「風と共に去り

ぬ」だった。初めて読む長編小説だった。難しくて眠くなる部分を何度か乗り越えながらひと夏かかって読み切った。

アメリカの南北戦争時代を背景に描かれた、お嬢様育ちのスカーレットという美しく高慢な女性の波乱に富んだ一生

は、深く心に残った。どんなにつらく苦しいことがあったって「明日はあしたの風が吹く」と言って強くたくましく

生きていく主人公に強く惹かれた。この小説はアメリカ映画の不朽の名作としても有名で、原作、映画を通して中学

生の私は外国映画の世界にのめり込んでいった。 

 そこで出会ったのが「ジョニーは戦場へ行った」だった。数学の勉強を教えてもらっていた隣のユタちゃんという

お兄さんが教えてくれた衝撃の一冊だった。 

 この本は１９７１年、ベトナム戦争のさなかに、作者自身の脚本で映画化もされていた。 

 徴兵されて第一次世界大戦に出征したジョーは戦場で迫りくる敵の砲弾を避けようと塹壕（ざんごう）に飛び込む

が、目（視覚）、鼻（嗅覚）、口（言葉）、耳（聴覚）を失い、運び込まれた病院で壊疽（えそ）して機能しない両腕、

両脚も切断されてしまう。 

 肉の塊（かたまり）と化したジョーだったが、意識はあった。しかし意思疎通のできないジョーに意識があるとは

周囲の誰もが思っていなかった。ある日、息子を信じる父親がモールス信号のヒントを与える。そしてついに自らの

意思を伝える手段としてモールス信号を使い、必死に周囲に訴えかけるジョー。彼の望みは……。戦争について深く

考えさせられた一冊だった。 

 翻訳物は読み切るのに根気と勇気がいるけれど、時間がたっぷりある中学時代にぜひ手にしてみてほしい。 

 

                     

 

 

 

 

○※品切れで手に入りませんが、市内の図書館で借りられます。 
☜図書室にあります。 

海外文学、何読む？ 

■「BOOKMARK」金原瑞人・三辺律子編（９０２ブ） 

■「はじめて読む！海外文学ブックガイド 

  ～人気翻訳家が勧める、世界が広がる 48冊～」（９０２ハ） 

本選びの参考にしてみてください。 

エンタメ度 120％！ 

一気読み間違いなし。 

     （平向調べ） 

 


